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小池孝治
清 し々い初夏を迎え、会員のみなさまにはますますご清栄のこととお慶び

申し上げます。また、平素は当金庫に多大なご支援とご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
ここに、当金庫第91期（令和4年度）事業の概況をご報告させていただく
にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
コロナ禍からの経済回復が急速に始まっている一方で、高騰した原材料
等の価格転嫁は業種や地域によって大きく異なるほか、人材難による機会
損失に苛まれる中小企業が少なくありません。また食品などの生活必需品の
値上げは消費者マインドを下押しする結果となっています。
当金庫は「地域の成長と前進を求めみなさまと共に歩みます」の経営理

念のもと、お客さまとのリレーションシップを追求し、協同組織金融機関として、
会員、お客さま、そして地域が抱える課題の解決に尽力してまいりました。私
どもの本懐は顧客本位の地域・事業支援を基軸とした、金融仲介機能を発
揮することが何より重要であると認識しております。そのために当金庫では役
職員一人ひとりが、信用金庫のあり方を踏まえた活動に取り組み、「地域経
済発展への寄与、地域中小企業の育成健全化に貢献するものでなければ
ならない」を念頭に、「みやしん」らしさを発揮し、融資の小口多数取引主義
に原点回帰することで地域に根差した経営を目指し、顧客・職員・職員の家
族が安心できる信用金庫をめざしてまいります。
私どもはこれからも地域に必要とされ安心される金融機関を目指し、経営

理念に忠実な経営と安定収益の確保に努め、盤石な経営基盤を築き上げ
るよう全力を傾注していく所存です。
コロナ禍を乗り越え、経済活動・社会生活が正常化していく中で、人手不
足や物価上昇など、マイナス要因があったにもかかわらず個人の旅行や消
費が幅広く回復しつつあり、円安によるインバウンド需要も復活して宿泊業を
中心に景況感は大幅に改善しつつあります。
一方、海外に目を向けると欧米を中心に数年来に亘る超低金利政策を

大きく転換し、急ピッチで利上げを進めています。コロナ禍からの急速な回復
で物価が大きく上昇し、インフレとなったためです。そのような中、今年に入り
米国では3つの銀行が破綻し、その信用不安を受けて日本でも連日株価が
急落するといった事態が起きています。これは金融システムがいったん信頼
を失えば簡単にその安定が崩れることを示しています。日本への影響は限定
的であると思われますが、現段階では信用不安を抱える欧米に経済をけん
引する期待は薄く、目下アメリカを中心に各国が協力して信用不安の拡大を
防ぎ、預金者の信頼を回復することが急務となっています。
地域金融機関である当金庫は、地域経済を活性化させ、地域社会を持

続可能なものとしていくために取引先企業の資金繰り支援に重点を置くと
ともに、事業回復のための経営改善、事業承継支援等への取り組みを一段
と強化することでその役割を果たしてまいります。

預金業務については、夏季及び冬季定期預金キャンペーンによる「金利
上乗せ型定期預金」を販売しました。また、WEB-FB契約先数、給与振込
元請契約先数、年金受取先数等、流動性預金獲得のために積極的な営
業活動を推進し、地域の「信頼の証」である預金の増加に向けて取り組ん
でまいりました。
融資業務については、SDGs（持続可能な開発目標）に賛同し、未来社会

の実現に向けて前向きに取り組む地域事業者のお客さまを対象に、「みやし
んSDGs支援保証「みらい」」を導入し、ご案内いたしました。また夏季におい
ては「みやしん短期経営改善資金」、冬季には「みやしん年末資金」をご用
意し、お客さまの資金繰り支援のための融資商品をご提供いたしました。個人
のお客さまには、基準金利を引き下げた「カーライフプラン」を販売しました。
他方、ビジネスマッチングへの取り組みの他、ものづくり補助金、事業再構

築補助金等各種補助金申請支援、事業計画策定支援体制を整備し、長
期化する新型コロナウイルス感染症の影響のなか、お客さまに寄り添い、とも
に歩む本業支援を目指して取り組んでまいりました。
令和4年度の業績につきましては、預金の期末残高は前期比70億円増

加し3,966億円、貸出金の期末残高は前期比17億円増加し1,711億円とな
りました。当期の経常利益は前期比5億31百万円増加し10億5百万円、税
引前当期純利益は9億95百万円、当期純利益は5億7百万円となりました。
なお、当期末の自己資本比率（バーゼルⅢ）は19.95％となりました。
原材料高や円安による輸入物価上昇を主因としたインフレが続き、十分

な価格転嫁ができない企業の収益を圧迫しており、国内経済の下押し材料
となっているほか、実質賃金もマイナスとなっている経済情勢のなかで、引き
続き貸出利鞘や有価証券利鞘が縮小傾向にあるなど収益面への影響が
予想されます。
世界的なインフレ高進に起因する各国中央銀行の大幅かつ急速な政策

金利引き上げにより債券および株式市場は大きく変動しました。一方、新型
コロナウイルスが第5類感染症となり、様々な規制も緩和され、国内経済は正
常化しつつありますが、ウクライナ情勢等地政学リスクは依然として、予断を
許さない状況です。その影響は地方経済にも継続して及ぶ観測であり、その
ため、財務基盤の確立・強化のために資金運用収益の向上や、高い健全
性を維持するための自己資本の充実及び従来のビジネスモデルに進化が
求められております。
こうしたなか、私たちは地域金融機関である信用金庫としてのあるべき姿・

目指すべき姿を再認識し、原点回帰することで当金庫の果たすべき役割とし
て、地域のお客さまが必要とする資金については小口・多数による融資をご
案内すること、事業先への有益な提案や課題解決の支援・相談業務に全
力で取り組んでまいります。資金運用収益は、適正な貸出金利による利息
収入の確保・有価証券の効果的な運用・役務取引等収益の確保により向
上を図り、投資すべき資源、削減すべき経費を選別することで経費削減を
図り、収益性を強化します。また、デジタライゼーション、デジタルトランスフォーメ
ーションなど、事務のデジタル化はお客さまの利便性向上だけではなく紙の
省資源化につながるため、「脱炭素社会」の実現に向けて取り組みます。
当金庫は、今年創立90周年を迎えます。これまで当金庫を支えてくださっ

たすべてのみなさまに感謝しながら、私たちは地域社会の未来に貢献できる
よう、役職員が一致団結して次の創立100周年に向けて新たな歴史を共創
してまいります。

以　上
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1.　預金・貸出金の推移
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（単位：百万円）
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業績と庶務の概要

経営理念
当金庫は、地域金融機関としてあるべき姿の実現に向け、
以下の経営理念を掲げて経営しております。
「地域の成長と前進を求めみなさまと共に歩みます」

1

2

3

私たちは、地域金融機関として、心のこもったサービスを提供し、
地元の繁栄に貢献します。
私たちは、健全経営を基本として自己資本の充実につとめ、
社会的責任を遂行します。
私たちは、創造的で夢と感動のある職場をつくり、
お客さまの信頼に応えます。

ビジョン
当金庫の役職員は、以下のビジョンの下で活動に
取り組んでおります。
「あなたにとって、いちばんの“みやしん”へ
 『いつもありがとう』その一言のため、全力で」

1

2

3

私たちは、地域に貢献できることに使命と誇り、喜びを感じ、
みなさまの要望に全力で取り組みます。
私たちは、お客さまに寄り添うことで、夢と希望を叶えるお手伝い
を全力で行います。
私たちは、役職員を家族と考え、愛情のある働きやすい職場を
全力でつくります。

3,900億円
3,800
3,700
3,600
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5.　自己資本比率
令和 5年 3月31日現在 19.95％
※自己資本比率とは、「リスク資産」に対する「自己資本」の割合を示したもので、金融機関の
経営体質の健全性を示す重要な指標であり、国内基準は4％以上と定められています。

6.　その他の事項

7.　役員体制（令和 5年 3月31日現在）

令和 4年 5月

令和 4年 9月

令和 4年10月

令和 4年10月

令和 5年 1月

「富士山SDGsの推進に向けた包括連携に関する協定書」を富士宮市、
富士宮商工会議所、芝川商工会、当金庫の4者で締結
事業者のSDGsへの取り組みを支援する「みやしんSDGs支援保証
『みらい』」の取扱開始
事業者の経営管理、財務・会計、税務などの経営上の課題解決のための
ソリューションサービスを提供する㈱ミロク情報サービスとの業務契約を締結
富士宮市市制施行80周年記念事業である観光絵本「こめたのふじの
みやみーつけた」の制作に協力し7，000冊を寄贈
新型コロナウィルスワクチンの職域接種にご協力いただいた富士宮市立
病院に寄付金10万円と観光絵本「こめたのふじのみやみーつけた」
50冊を寄贈

理 事 長
専務理事
常務理事
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事
監 事
監 事

小 池 孝 治
伊 藤 壽 文
佐 野 禎 威
篠 原 　 勇
松 浦 由 美
西 川 充 芳
立 石 健 二
牧 野 利 一
後 藤 和 史
小 林 公 一
兼 髙 則 之
本 多 孝 士

（令和 5年 3月31日現在）

会議名
理事会
監事会

令和 4年度開催回数
13回
11回

目的
業務に関する重要事項の決定
業務監査、監査事項の報告等

4.　会員数・出資金

3.　理事会・監事会の開催状況

個人
法人
合計

会員数
17,126人
  2,175人
19,301人

出資金
535百万円
156百万円
692百万円

（員外監事）

2.　総　代　会
令和 4年 6月25日㈯　第90期通常総代会が開催され、次の事項
が報告・承認可決されました。

⑴　第90期（令和 3 年 4月 1日から令和 4 年 3月31日まで）
業務報告、貸借対照表および損益計算書の内容報告の件

【報告事項】

【決議事項】
第90期（令和 3 年 4月1日から令和 4 年 3月31日まで）
剰余金処分案承認の件
会員の法定脱退（除名）承認の件
理事 1名退任による欠員 1名選任の件
監事 4名任期満了につき改選の件
退任理事に対する退職慰労金贈呈の件

第1号議案

第2号議案
第3号議案
第4号議案
第5号議案



令和４年度に富士宮市が市制施行80周年を迎え、各種記念事業を実
施するそのひとつの事業として、「観光絵本」を作成し市内の２歳から５歳
の幼児がいる世帯への無償配布を計画しておりました。
当金庫では、富士宮市の地域社会発展への協力や当金庫の経営理念

「地域の成長と前進を求めみなさまと共に歩みます」の観点やSDGsで掲げ
る目標４「質の高い教育をみんなに」の実践として、富士宮市出身の絵本
作家である「ふくだのぞみ」氏の作画による富士宮市と㈱旅行読売出版
社の図書制作プロジェクトに資金面のサポートと子育て世代の当金庫職員
３名が監修役として参加させていただき、完成した幼児向け図書「こめたの 
ふじのみや みーつけた」7,000冊を富士宮市に寄贈致しました。

以　上

富士宮市の市制施行80周年記念事業
「観光絵本」の寄贈について



プラスチックの使用量を減少させようとの社
会・経済の情勢を踏まえ、お客様に預金証書を
お渡しする際に使用していた証書（CO２削減
フイルム使用プラスチック製）を、SDGsやカーボ
ンニュートラル（脱炭素）の観点から「紙製証書
袋」に変更致しました。
新たな証書袋は、素材に古紙を含み印刷用

インキも環境に配慮した植物性インキとし、令和
４年５月より使用開始致しました。

環境配慮型の証書袋（紙製）使用開始について

令和３年９月から令和４年４月まで３回実施した当金庫の新型コロナウィル
スワクチンの職域接種時には、富士宮市立病院の医療従事者のみなさま並
びに救急対応に関する同病院の受入態勢への全面協力のほか、取引先
医療事業者様のご協力をいただき、無事に実施することができました。
多大なるご協力をいただいた富士
宮市立病院に対する感謝の意を示
すと共に地域医療を支える医療従事
者の方 を々応援する観点から、令和５
年１月25日に寄付金と観光絵本「こめ
たの ふじのみや みーつけた」50冊を
寄贈致しました。

富士宮市立病院に対する寄付について



第91期　　　　　　貸借対照表（令和 5年 3月31日現在）

科　　目 金　額 金　額
（資産の部）

資産の部合計

現 金
預 け 金
買 入 金 銭 債 権
有 価 証 券
国 債
地 方 債
社 債
株 式
その他の証券
貸 出 金
割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越

そ の 他 資 産
未決済為替貸
信金中金出資金
前 払 費 用
未 収 収 益
その他の資産
有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
その他の有形固定資産
無 形 固 定 資 産
ソフトウェ ア
その他の無形固定資産
繰 延 税 金 資 産
債 務 保 証 見 返
貸 倒 引 当 金
（うち個別貸倒引当金）

科　　目
（負債の部）

負債及び純資産の部合計

預 金 積 金
当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
その他の預金
そ の 他 負 債
未決済為替借
未 払 費 用
給付補塡備金
未払法人税等
前 受 収 益
払 戻 未 済 金
払戻未済持分
職 員 預 り 金
資産除去債務
その他の負債
賞 与 引 当 金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
偶発損失引当金
睡眠預金払戻損失引当金
債 務 保 証
負 債 の 部 合 計
（純資産の部）
出 資 金
普 通 出 資 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
特別積立金
当期未処分剰余金

処 分 未 済 持 分
会 員 勘 定 合 計
その他有価証券評価差額金

評価・換算差額等合計
純資産の部合計

9,404
97,939
136

149,323
6,804
20,903
91,825
1,214
28,574
171,199
2,413
3,985

150,190
14,609
1,994
85

1,395
6

424
82

2,351
767
1,434
149
26
17
9

369
576

△　2,746
△　2,364

430,576

396,663
8,835

178,462
4,688

181,437
19,573
3,665
673
118
119
3

178
16
14
2

129
3
87
122
911
115
54
16
576

399,134

692
692

35,783
694

35,088
34,200
888

△　　　0
36,476

△　5,033
△　5,033
31,442

430,576

単位：百万円

（　　　　　）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。



単位：千円
科　　　　　　目 金　　　　　　　　額

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
貸 出 金 利 息
預 け 金 利 息
有 価 証 券 利 息 配 当 金
そ の 他 の 受 入 利 息

役 務 取 引 等 収 益
受 入 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 収 益

そ の 他 業 務 収 益
外 国 為 替 売 買 益
国 債 等 債 券 償 還 益
そ の 他 の 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益
株 式 等 売 却 益
そ の 他 の 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
預 金 利 息
給 付 補 塡 備 金 繰 入 額
借 用 金 利 息
そ の 他 の 支 払 利 息

役 務 取 引 等 費 用
支 払 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 費 用

そ の 他 業 務 費 用
国 債 等 債 券 償 還 損
そ の 他 の 業 務 費 用

経 費
人 件 費
物 件 費
税 金

そ の 他 経 常 費 用
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
貸 出 金 償 却
株 式 等 売 却 損
偶発損失引当金繰入額
そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 損 失
固 定 資 産 処 分 損
減 損 損 失
税 引 前 当 期 純 利 益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ）
当 期 未 処 分 剰 余 金

3,849,686
2,495,692
219,772
1,098,803
35,418
457,442
193,182
264,260
17,704
1,872
649

15,183
97,294
94,831
2,462

52,061
49,039
1,810
470
741

308,202
50,413
257,789
139,879
72,419
67,460

2,599,435
1,818,064
753,335
28,034
316,841
289,541
10,347
2,368
14,534
49

601
9,386

289,521
198,518

4,422,127

3,416,421

1,005,705
9,988

995,717

488,039
507,678
381,095
888,773

単位：円
当 期 未 処 分 剰 余 金
積 立 金 取 崩 額

利益準備金限度超過取崩額

繰　越　金（当期末残高 ）

剰 余 金 処 分 額
普通出資に対する配当金
特 別 積 立 金

513,751,791
13,751,791
300,000,000
377,582,454

888,773,745
2,560,500
2,560,500

（年2％）

第91期　　　　　　剰余金処分（ ）令和 4年 4月 1 日から
令和 5年 3月31日まで

第91期　　　　　　損益計算書（ ）令和 4年 4月 1 日から
令和 5年 3月31日まで

記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。（注）



店　舗　一　覧
富士宮地区

富士地区

本　　　部
本　　　店
神 田 支 店
西 町 支 店
東 町 支 店
北　支　店
富士根支店
芝 川 支 店
上 野 支 店
富士見支店
駅 南 支 店
淀 川 支 店
万 野 支 店
上井出支店

富 士 支 店
吉 原 支 店
鷹 岡 支 店
松 岡 支 店
国久保支店
新富士支店

☎0544◯3120
☎0544◯3111
☎0544◯3321
☎0544◯5194
☎0544◯8194
☎0544◯5141
☎0544◯2826
☎0544◯1151
☎0544◯1211
☎0544◯1811
☎0544◯4111
☎0544◯8111
☎0544◯1111
☎0544◯3333

☎0545◯7741
☎0545◯8111
☎0545◯9111
☎0545◯5522
☎0545◯5311
☎0545◯5911

富士宮市元城町31番15号
富士宮市元城町31番15号
富士宮市大宮町3番1 4号
富士宮市西町 2 6番 1 4号
富 士 宮 市 東 町 1 1 番 3 号
富 士 宮 市 光 町 7 番 7 号
富士宮市小泉467番地の9
富士宮市長貫1105番地の7
富士宮市下条307番地の3
富士宮市富士見ヶ丘463番地の1
富士宮市田中町930番地の4
富士宮市淀川町35番16号
富士宮市万野原新田3072番地の6
富 士 宮 市 上 井 出 3 4 番 地 の 3

富士市中島 3 9 2番地の 8
富士市中央町3丁目12番5号
富士市久沢 8 4 9番地の 1
富士市松岡1163番地の2
富士市伝法2046番地の3
富士市横割6丁目6番23号

富 士 宮 市 役 所

オギノ富 士 宮 弓 沢 店

JR名古屋セントラルタワーズスカイシャトル

イオンモール 富 士 宮

JR名古屋セントラルタワーズ

中部国際空港セントレア

23

23

27

26

26

27

27

58

23

24

24

26

54

65

61

51

71

61

53

62

お客さま相談プラザ
みやしんサポート相談室 富 士 宮 市 光 町 7 番 7 号

（北支店1F）

☎0544◯566528

☎0544◯334427

創ります“夢あるあした”

富士宮信用金庫

店舗外キャッシュサービスコーナー

富士宮信用金庫は、静岡県東部4信金「共同SDGs宣言」を公表しています。
SDGsの理念のもと、信用金庫の機能と役割を発揮し「環境」「社会」「経済」
の各分野で地域活性化に努めています。


